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小
林
良
彰
先
生
は
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
末
を
以
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
。
小
林
先
生
は
、
一

九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
四
月
に
塾
法
学
部
政
治
学
科
に
入
学
さ
れ
、
七
七
年
三
月
に
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
大
学
院
法
学
研
究
科

修
士
課
程
政
治
学
専
攻
に
進
学
、
七
九
年
に
同
課
程
を
修
了
の
後
、
直
ち
に
同
研
究
科
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
、
八
二
年
三
月
に
同

課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
た
。
同
年
四
月
よ
り
、
先
生
は
法
学
部
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
、
八
六
年
に
助
教
授
、
九
一
（
平
成

三
）
年
に
教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
任
し
、
現
在
に
至
る
。
こ
の
間
、
実
に
三
八
年
の
長
き
に
亙
り
、
法
学
部
に
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。

　

小
林
先
生
の
ご
研
究
は
、
同
じ
堀
江
湛
先
生
門
下
の
弟
弟
子
で
あ
ら
れ
る
河
野
武
司
教
授
に
よ
れ
ば
、
主
に
五
つ
の
分
野
か
ら
成

る
。
す
な
わ
ち
、
代
議
制
民
主
主
義
の
比
較
研
究
、
日
本
の
政
治
意
識
お
よ
び
投
票
行
動
の
研
究
、
公
共
選
択
の
研
究
、
地
方
自
治

の
比
較
研
究
、
そ
し
て
政
治
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
そ
れ
ら
だ
が
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
先
生
は
、
統
計
学
を
用

い
た
計
量
的
な
実
証
分
析
に
基
づ
く
一
般
理
論
の
構
築
を
目
指
さ
れ
た
。

　

本
誌
巻
末
に
は
小
林
先
生
が
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
夥
し
い
数
に
上
る
研
究
業
績
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
る
。
一
九
八
五
年
に
発
表

さ
れ
た
『
計
量
政
治
学
』（
成
文
堂
）
は
、
日
本
に
お
け
る
政
治
意
識
や
投
票
行
動
に
関
す
る
論
文
を
ま
と
め
た
小
林
先
生
の
博
士

学
位
論
文
で
あ
る
。
前
出
の
河
野
教
授
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ご
業
績
に
よ
り
先
生
は
、
政
治
領
域
に
お
け
る
計
量
的
な
実
証

研
究
の
先
駆
と
し
て
学
会
で
大
い
に
注
目
を
集
め
ら
れ
、
同
年
に
義
塾
賞
を
、
八
七
年
に
は
政
治
研
究
櫻
田
会
金
賞
の
授
与
を
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
八
七
年
に
上
梓
し
た
、『
公
共
選
択
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
で
は
、
鋭
い
数
理
的
な
分
析
が
展
開
さ
れ
、
政
治
現
象

の
新
し
い
説
明
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
と
さ
れ
、
中
国
語
や
韓
国
語
に
も
訳
出
さ
れ
た
同
書
は
、
今
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
各
国
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の
研
究
者
に
与
え
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
九
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
現
代
日
本
の
政
治
過
程
―
―
日
本
型
民
主
主
義
の
計
量
分
析
』

（
東
京
大
学
出
版
会
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
先
生
の
ご
研
究
の
枠
組
み
を
拡
大
し
、
実
証
分
析
の
手
法
を
日
本
の
政
治
過
程
全
般
に
及
ぼ

そ
う
と
の
意
欲
と
知
的
好
奇
心
に
溢
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
は
、『
政
権
交
代
』（
中
央
公
論
新
社
）
を
発
表
さ
れ
、
民
意
と
政
権
と
の
関
係
を
新
書
版
で
一
般
の
読
者
に
分
か

り
や
す
く
説
か
れ
た
。
小
林
先
生
は
、
国
政
選
挙
の
際
に
選
挙
結
果
の
解
説
等
で
、
マ
ス
コ
ミ
や
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の

多
い
、
ま
さ
に
学
部
の
「
看
板
教
授
」
の
お
一
人
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
研
究
成
果
を
世
に
問
い
続
け
て
き
た
小
林
先
生
は
、
学
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
で
も
要
職
を
務
め
ら
れ
た
。
日
本
政

治
学
会
、
日
本
選
挙
学
会
、
そ
し
て
公
共
選
択
学
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
長
や
会
長
と
し
て
、
ま
た
海
外
の
学
術
誌
、
例
え
ば
、
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の
編
集
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
先
生
の
長
年
の
功
績
が

評
価
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
てCM
O

 A
sia

か
ら
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
優
秀
な
社
会
科
学
者
を
讃
え
るA

sia

’s Education 

Excellence A
w

ards

を
授
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
、
第
二
二
期
日
本
学
術
会
議
の
副
会
長
や
、
文
部
科
学
省
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
国
立
大
学
法
人
分
科
会
委

員
な
ど
、
政
府
や
地
方
自
治
体
の
数
多
く
の
各
種
審
議
会
や
委
員
会
等
の
委
員
を
お
務
め
に
な
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
公
的
な
要

務
に
携
わ
る
ご
多
忙
の
毎
日
に
あ
り
な
が
ら
、
小
林
先
生
は
、
学
問
の
新
境
地
を
切
り
拓
い
て
今
日
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　

法
学
部
内
で
は
、
小
林
先
生
に
は
長
い
間
、
情
報
処
理
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
の
管
理
や
運
営
を
お
願
い
致
し
、
ま
た
、
大
学
全

体
の
情
報
処
理
教
育
の
運
営
委
員
も
お
務
め
頂
い
た
。
も
ち
ろ
ん
法
学
部
の
数
学
・
統
計
・
情
報
処
理
教
育
に
関
わ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
存
分
に
発
揮
し
て
頂
い
た
。
だ
が
、
な
に
よ
り
も
特
筆
す
べ
き
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
〇
八
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
多
文
化
多
世
代
交
差
世
界
の
政
治
社
会
秩
序
形
成
―
―
多
文
化
社
会
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
」
の
拠
点
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責
任
者
と
な
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
を
中
心
に
、
世
界
水
準
の
研
究
力
の
向
上
と
「
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
創
造
的
な
人
材
育
成
」
を
目
指
し
た
研
究
拠
点
の
形
成
に
、
小
林
先
生
に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
た
次
第
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
若
い
学
生
や
研
究
者
の
卵
た
る
大
学
院
生
た
ち
に
対
す
る
小
林
先
生
の
薫
陶
と
手
厚
い
ご
指
導
に
つ
い
て
も
触
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
研
究
会
の
卒
業
生
は
五
〇
〇
名
を
越
え
、
門
下
の
研
究
者
も
二
〇
名
近
く
が
大
学
に
職
位
を
得
て
い
る
と
い
う
。

先
生
は
、
教
育
者
と
し
て
も
多
く
の
果
実
を
世
に
送
っ
た
。

　

私
事
な
が
ら
、
か
つ
て
学
部
の
あ
る
重
要
な
用
務
に
つ
い
て
小
林
先
生
を
引
き
継
ぐ
立
場
に
あ
っ
た
時
、
先
生
は
「
ど
ん
な
こ
と

で
も
聞
い
て
下
さ
い
。
遠
慮
を
し
て
分
か
っ
た
気
で
い
て
ミ
ス
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
。」
と
仰
ら
れ
、
く

る
っ
と
踵
を
返
し
て
廊
下
の
向
こ
う
に
行
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
小
さ
く
な
る
小
林
先
生
の
背
中
を
見
て
、
シ
ビ
ア
な
先
生
だ
な
と
そ

の
時
は
思
っ
た
が
、
そ
の
後
、
業
務
の
要
領
を
な
か
な
か
会
得
し
な
い
私
に
徹
底
的
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
。
あ
る
時
は
早
朝
の
大

学
で
、
ま
た
あ
る
時
は
夜
半
に
及
ぶ
ご
自
宅
へ
の
電
話
で
、
倦
む
こ
と
な
く
先
生
は
私
に
向
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
。
若
か
っ
た
私
は
、

そ
こ
に
小
林
先
生
の
業
務
遂
行
に
対
す
る
妥
協
の
な
い
厳
し
さ
を
見
た
思
い
で
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
先
生
の
優
し
さ

だ
っ
た
の
だ
と
分
か
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
小
林
良
彰
先
生
の
長
年
に
亙
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
〇
年
一
月

 

法
学
部
長　
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谷
十
郎　
　




